




小 沢 悦 夫   
1．言語とコミュニケーション  








（1）［d］［っ］［g］一 無意味  
（2）［d〇g］（dog）  
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きたすこと，母語習得には決定的に重要な時期があること，なども広く知られ   
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ている（詳しくは第2節を参照のこと）。   















るのも広く見られる事実である。この点は骨がもう一度よく考え直す必要があ   
るように思われる。   
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文化などを無視してよい訳では決してない（英語の発音と文法の基礎について  
はそれぞれ第3節と第4節を参照のこと。少なくともこの程度の基本的理解は  























質の差の問題ではない。   
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2．児童英語教育の意義と目標   
2．1早期教育の必要性は特に最近受験教育との関連で大いに語られ，また実  
践されているようだが，歪んだ受験教育体制の下でいくら子供たちに強制的な  
勉強を促しても広い視野を身につけた人間的な成長を期待することはできない   
だろう。情緒面の発達が未熟なまま大学に入学しても健全な社会人に育たない  
危険性が高いことは言うまでもない。『第14期中教審審議経過報告』（1990年12  
月）にも引かれている光景 一 束大の入学式に小学生の時から肌身離さぬク  
マのぬいぐるみを抱えて出席した新入生が，あいにくの雨で濡れたのをタオル  
でふきながら両親と並んで立っている光景 － を思い描いただけでその奇異  
さは想像に余りある。これは極端な例としても現代社会の縮図の一つには違い  
あるまいし，常識や想像力の欠けた学生が急激に増えているのも経験的に感じ  







2．2 児童英語教育の先駆者である五島忠久氏によると児童英語教育の意義は  
次の5点にある（五島『子どもが英語と出あうとき』）。  
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（1）言語能力の適期開発   
（2）頭脳の知的訓練   
（3）複眼的思想の養成   
（4）国際理解の心の育成   
（5）人間形成  
以下，それぞれについて考えてみたい。  
2．3 技術的・実践的側面からみると，言語能力を充分に開発するためには早  
期学習が必要だというのが児童英語教育の中心的主張である。この主張の裏付  














言える。   
ただ，ここで注意しておくべきこととして次の二点がある。まず，この仮説  
は母語習得に関してのものであり，臨界期に母語習得がなされないと正常な言  
語習得が不可能となることはいくつかの事例からも明らかだと思えるが，この   
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れば発音を適切に教えることはまずできないと思った方がよい。単なるネイ  
ティブ・スピーカーでは教師にはなれないのである。英語の発音の基本につい  





分の家庭ではそのようなことはないのでもう少し現実的な判断が必要となる。   
先に述べたように，母語の発音がほぼ身につくのが4才前後というのであれ  
ば，幼稚園に入った以降に英語を学ばせても，そのために日本語がおかしくな  





にはならないということを意味する。児童に毎日2－3時間も英語を聴かせる   








2．4 頭脳の知的訓練として外国語学習をとらえるのは児童英語教育に限られ  
る訳ではなく，西洋における古典ギリシャ語やラテン語学習にも日本における   
184   
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ては高度すぎるものだったのである。意味も分からず唱えていたものが知能の   
成熟とともに言わば頭の中で瞭酵してその人の教養と人格形成に役立ったのだ   










訓練の側面は五島氏の言う第3点と第4点と関わらせて考えてこそ有益であろ   
う。  
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別はないのである。   
英語を初めて学ぶ頃に，日本語では「水」と「お湯」を区別しているのに英  
語では両者とも“water”の一語で表わす（しいて区別する時は“hot water”  
を使うが）とか，「兄」と「弟」の区別をせずどちらも“brother”を（しいて  







2．6 五島氏が最後にあげているのは「人間形成」であるが，異文化も理解し  
尊重しようという態度で学ぶならば柔軟で広い心を持った人間に近づけるだろ  
うということも充分に予期される。   
五島氏は別の所で児童英語教育の実用上の価値も指摘しているが，言語を学  
ぶ大きな目的の一つがコミュニケーションである限り当然のことでもある。  
2．7 以上，五島氏の指摘にそって見てきたように，児童英語教育には様々な  
意義があることは確かだと思われる。ただし，これまでも触れてきたように，  
注意すべき点も少なくない。以下，もう一度児童英語教育の持つ意味とその注  






ス・オーストラリア・カナダ等が第一言語として使っており，さらに公用語の   
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のが日本社会である）。   
ただし，これは，あらゆる国の言語を学ばなければならないと言っている訳  
では勿論ない。そんなことは無理に決まっている。ここで言いたいのは，ある  
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あるとも言える。その上，学校の授業では文法的な正確さを中心に教えるので   
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2．9 繰り返しにもなるが，児童英語教育の場で必要となる条件を考えてみよ  
う。  



















③ 児童英語教育の利点の一つは，柔軟性のある子供のうちに英語の発音とリ  
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でいると言っても外国語の発音をごく短期間で覚えられる訳ではない。根気よ   
く教える必要がある。  



















2．10 児童英語教育はまだ緒について間もない段階であり，その効果について  
の報告もいくつか出されているが，数える条件や児童の個性が一様ではないの   
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で，当面はある程度の試行錯誤が続くと思われる。学校英語とどのように折り  
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響きの［り の2種類あるなどということも教える必要はまずないが，教師は  
知っていた方が良い）。その上で何度も具体的な練習をした方が生徒が小学生  


















日本人の教師であっても，発音がほぼ正確で音声学の基礎知識さえあれば，補   
192   








3．2 音声器官（speech organs）の各部の位置・名称などは前掲書に譲り，必  
要に応じて以下とりあげることにする。   
音声記号（phonetic sign／symbol）でもっとも広く使われているのは「国際  






3．3 個々の発音の説明に入る前に，日本人として注意すべき点をいくつか確  
認しておきたい。  
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ことの一つである。  




される。図式的に示すとほぼ次のようになる。   
bid  
bitく   くbeadくbea  












く場合（zipper［zipa］，bitter［bita］，SOCCer［sik∂］）は気音を伴わない。   
だから，たとえば，at allとa tallを発音表記するとどちらも［atっ：1］と  
なって同じに見えるが，前者の［t］には気音が伴なわず，後者の［th］には  
気音が伴なうので注意深く聴けば区別できることになる。  
④ 一つ一つの発音も大事だが，アクセント・イントネーション・リズムなど  
が日本語的になりがちなので，特にアクセントに強弱のメリハリをつける必要   
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（1）前舌（まえじた）母音（front vowels）   
唇の丸め（＝円唇化）は伴わない。あごの聞き方から言えば，［i：］が狭，  
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ない。   










（4）二重母音（diphtbongs）   
英語には［ei］，［ou］，［ai］，［au］，［〇i］，［ia］，［e∂］，［〇∂］，［u∂］の九   
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つの二重母音がある。注意する点は，母音が二つ並んでいるのではなく，第一  
要素は母音の出発点を示し強く発音され，第二要素は目標点を示しているがそ  




くり一つ一つ発音すれば英語ではなくなってしまう。   
［ei］と【ou］は単母音化して［e：］，［〇：］になることが多いが（たとえば  
radio［re：di〇：］home［h〇：m］など），我々としては最初からこのような発  
音を学ぶ必要はないだろう。   















の発音を続けるようにする。たとえば，“take care”や“good day”は「ティ  
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（3）鼻音（nasals）   
口蓋垂を下げて息を鼻腔に送ってつくられる発音であり，両唇を閉鎖した  
［m］，舌先を歯茎に押しあてた［n］，後舌を軟口蓋に近づけた［g］（いわゆ  





つも語中の「グ」を閉鎖音で発音している人はking［kig］を［kigd と発音   
198   



















（5）［1］と［r］   
前にも述べたが，この二つの区別ができないと日本語的な聞きづらい発音に  
なってしまい，低い評価を受けてしまうので特に注意したい。   
［1］は，舌先を歯茎につけたまま，舌の両側から息を出す子音だが，舌先  
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なる（こちらは「歯茎弾き音」とよばれ［∫］で表記されるが，［1］と［r］の  
中間みたいな発音である）。   
両者を聴き分けるのは特に難しいが，実際は，場面や文脈から大体は分かる。  
しいてコツを言えば，［1］の方が少し明るい響きがし，［r］の方は少し唇を丸  






3．6 音声連続   
音声が連続して発音されると，個々の発音の際には見られなかった現象がい  
くつか生じる。  
（1）同化（assimilation）   
ある音が隣接音（直前か直後の音）の影響を受けて，その隣接音に近い音に  
変わることであり，広く見られる重要な現象である。直前（左隣）の音に影響  
を受けてその昔に似るのを進行同化（progressive assimilation）と呼び，直後  
（右隣）の音に影響を受けてその昔に似ることを逆行同化（regressive  
assimi1ation）と呼ぶ。   
後者の例としてnews［nju：Z］→newspaper［nju：Speipa］（［z］が無声音  
［p］に同化されて［s］となった），Of［∂V］→ofcourse［∂fk〇：S］（［Ⅴ］  




「あります」の「す」は［su］ではなく［s甘］もしくは［s］のみとなる。   
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（2）r－1inking（r連結）   
イギリス英語では語尾がrで終わうている時はその㌻は発音しない（たとえ  
ばteacher［ti：tJ∂］）が，次に母音で始まる単語が来るとrが顔を出して発音  
される。これを「r連結」と呼ぶ。   
例． far［fcL：］ → far away ［fα：raWei］  
more［m〇：］ → mOre and more［m〇r∂nm〇：］   
アメリカ英語ではもともと語尾のrが発音されるので新たな問題にはならな  
い。ただし，このrはアメリカ英語独特の舌先を後にそらした「そり舌音  
（retroflex）」であり［at］などの発音記号で表記される。   
似た現象として［t］，［m］，［n］などで終わっている単語の次に母音で始ま  
る語が来ると連結して発音されるのが普通である。   
例． cutit ［kAtit］，beatit［bi：tit］  
comein［kAmin］，damnit［dzemit］  
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ローチも含めて考えたい。   
3．7 アクセント  
アクセントやイントネーヨン，その他の詳細については前掲の音声学書に譲  




（pitch accent）である。アクセントともストレスとも呼ばれているが，正確  
にはストレス・アクセント（stress accent）のことであり，どちらで呼んでも  
英語の場合は実用上は違いがないだけの話である。   
よく知られているように，英語ではアクセントの位置が移動すると品詞が変  
化する単語がいくつかあり，派生形になるとアクセントの位置が移動すると単  
語もいくつかある。   
例（1） export（名詞） → exp6rt（動詞）  
increase（名詞）→incr仝ase（動詞）   
例（2） ph6tograph → phot6grapher → photogr如hic   
それに対して，日本語は，どの部分を高く発音するかで違う意味を表す。  
例．六幽（箸が），土葬世（橋が），d㌻育（端が）  
テk（雨），ヱF（飴）   
前述したように，英語の発音においては強弱のメリハリをはっきりつけない  
と自然な英語に聞こえない。日本語では一字一字同じような強さで発音してい  
るからなおさらであるb   
もう一つだけ英語のアクセントの大切さを示す例をあげておきたい。英語で   
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は；同じ語結合でも「名詞＋名詞」の時と「形容詞＋名詞」の時ではストレ  
ス・パターンが違うのである。   
例．gえs station，enemy Sふip（名詞＋名詞）  





次の例を参照されたい。   
例．French teえcher／French teえcher  
ここでFrenchは「フランス語」という名詞と「フランスの」という形容詞の  
両方の意味をもっているが，ストレス・パターンから前者は「フランス語教  
師」，後者は「フランス人の教師」の意味になる。   
動詞の－ing形は動名詞と現在分詞いずれでもありうるので少しややこしく  
なる。   
例．dancinggirl／dえncing girl  







3．8 以上 大雉把に英語の発音について注意すべき点に触れてきたが，音声  
学書で基礎知識を身につけた上で，生徒にくだいた分かりやすい教え方をする  
ことが大切である。繰り返し丁寧に指導したい。  
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なお，発音を含めて英語学の概略を知るには安井『英語学概論』が分かりや  
すく特に参考になる。  





















を指導しなくてはならない。   
学習者が小学生以下の場合でも，厳密に見れば，おそらく文法的説明を一切  
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主 部   述 部  
動 詞  叙述形容詞（名詞）   
Croesus  ーwas   rich（aking）   
Toerr   is   human  
（2）第2形式  
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主 部   述 部  
動 詞   目的語   
Cats   catch   mice   
Manyhands  make   1ightwork   
（3）第3形式  
主 部   述 部  
動 詞   二重目的語   
We   taught   the dog tricks 
ask   youthisquestion  
（4）第4形式  
主 部   部  
動 詞   目的語  叙述形容詞（名詞）   
Nothing  makes   aStoic   angry   
drove   him   mad   
（5）第5形式  
これらがそれぞれ第1文型から第5文型に対応しているのは明らかだろう。  
4．4 「5文型」と言われるものは次の5つの文型のことである。  
（》 第1文型  S ＋ Ⅴ  
（参 第2文型：S 十 Ⅴ ＋ C 
（釘 第3文型：S ＋ Ⅴ ＋ 0 ＋ C  
（彰 第4文型：S ＋ Ⅴ ＋ 0 ＋ 0   
⑤ 第5文型：S 十 Ⅴ 十 0 十 C   
ここでSは主語（Subject），Vは動詞（Verb），0は目的語（Object），Cは  
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訊いても意味はない。“Japanis economica11y prosperous now．”とか“Ivisited  
Japanlast year．”などという文全体を見て，その中でどのような働きをしてい  
るか（＝文法機能）を考えて初めて「主語」とか「目的語」だと言えるのであ  
る。他の品詞についても同じことが言える。   
正確に言うと，このVは主語に対する述語（predicate）の主要語（＝中心的  







い。簡単な例をあげておく。   
（At that moment）another manjoined us（on the veranda）．（W．S．  
Maugham）   
カツコに入れた修飾語句を除けばS＋Ⅴ十0の第3文型だということがすぐ   





句との関わり具合を適切に理解する必要があることは特に強調しておきたい。   
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1．a）♯The baby waslying．  
b）The baby waslying on the bed．   
2．a）◆Helived．  
b）Helivedin Tokyo．   
3．a）●Iwent．  
b）王went to Boston．  
これらの動詞は完全自動詞と呼ばれ第1文型で仕えるはずなのに，実際は何ら  
かの修飾語句が加わらないと非文法的になってしまう。ただし，単独で使われ  
る場合もあることはある。   
4．a）He went to get someinformation about the matter．  
b）Are you going？  
c）“Imsut go，”he said．  







5文型に次の文型を加える必要がある。   
①′ s ＋ Ⅴ ＋ A  
同じことが第3文型にも見られる。  
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5．a）■Iputthe vase．  
b）Iputthe vase on the table．   
6．a）＊He worded hisletter．  
b）He worded hisletter carefully．   
7．a）●He keeps his car．  
b）He keeps his carin the garage．  
やはり，場所や様態を表わす修飾語句を加えないとこれらの文は意味内容が不  
足して非文法的になってしまうのである。だから，同じ動詞を使っても次の例  
は情報量が満足されるので文法的になる。   
8．a）To putit briefly，Idon’t understand．  
b）sha11Iput your umbrella up？   
9． He kept his car for more than a decade．  
他にtreat，Set，placeなどがこのタイプに属するが，この構文を表示するの  
に次の文型が必要となる。   
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10．a）Does he drink or smoke？ － He drinks．  
b）what does he drink？ － He drinks beer．  
（10a）は第1文型，（10b）は第2文型ということになるが，このタイプの動  




11．a）Two dogs are here．  
b）There are two dogs here．  
意味的に同じだから同じ構文とは言えない。There は文法的には主語として  
働いているのである。たとえば，（12a）と同じように疑問文をつくる。  
12．a）Is堕些married？  
b）Are阜垣any questions？  
そもそも，この構文に現れるbeは第2文型のbeとは同じ用法ではなく，  
exist，take place”などの意味である。次の例も参照されたい。  
13．a）TherやCOlneS a bus．  
b）■A bus comes there．  
Thereが文頭に来た（13a）は（13b）の語順にすると不自然になるので同じ  
構文とは言えない。しいて分類すればSVAの変種（AVS）となろうが，こ  
のように無理して分類しても余り意味がない。There構文は5文型とは別に   
考えた方が良いだろう。   
動詞の分類としてもう一つ大事なものに状態動詞（stative verb）と非状態  
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14．a）■Heis knowingit．  
b）■Tarois resembling his father．  
c）■Knowit．  
d）●Resemble your father．  
日本語の「～している」にひきずられてよくこのような間違いをするが，もと  
もとこの動詞には「～している」の意味が含まれているのである。   
また，名詞や形容詞でも，それが動作を表わす意味をもっていれば進行形や  
命令形に使われる。   
15．a）Don’t be a fool．  
b）Be a hero．  
c）Heis beinga fool／a hero．（ばかな真似をしている／英雄的に振  
舞っている）  
16．a）Be brave．／Don，t be rash．  
b）You，re beingnoisy．／He，s beingcareful．  
（うるさいことをしている／注意深く行動している）  
このような動詞や形容詞・名詞の性質も5文型を理解した後で確認しておく必  
要がある。   
もう一つ付け加えておくと，日本語の類推で英語の動詞の特徴を誤解する危  
険もある。  
17．a）she arrived at the station．  
b）she reached the station．   
18．a）■We discussed about theissue．  
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19．a）who did the criminalkill？  
b）wil1you rea11y皿arry me？   
20．a）The mayor was killed by a gangster．  
b）The rookies are trained strictly．  
（19）の場合は“The criminalkilled someone（→who）”，“Youwi11really  
marry me”に戻して元の文型に基づき語順との関係を把握する必要がある。  
また，受け身文は第2文型（SV）に分類されたりするが，この分類は無意味  
であり，“AgangSter killed the mayor，“Someone （→ ≠）train the  
rookies”に戻して解釈しなければ意味がない。  
次は省略の例である。   
21．a）Did you get a driver，slicense？－ Yes，．Idid．  
b）Tom gave Mary a sweater，andJohn a dictionary．  
省略構文を表面的な構造だけで理解しようとしても無理だし，5文型にあては  
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めようとしても無意味なのは明らかである。（21a）は“Igot a driver’s  
license”に，（21b）は“John gave Mary a dictionary”に戻して解釈すること  
になる。戻した構文はそれぞれ第3文型（SVO）と第4文型（SVOO）と  
いうことになるが，省略構文そのものは5文型の枠組には入らないのである。   
埋め込み文の場合は問題が複雑になるが，主文の一部（主語・目的語・修飾  
語句）にさらに文が含まれているのであるから，5文型をそのまま使えないの  
は当然である。   
22．a）people who work too hard mayruin their health．  
b）That Harryisinnocentis evident．   
23．a）Idon，tlike people whoare alwayslate．  








を活かせないことになる。もちろん実際はこれほど簡単な例だけではないが。   
次は不定詞を含んだ例である。   
24．a）There don’t seem to be many good teachers at her college．  
b）Maryis certain to win the race．  
c）such an argumentis easy to be misled by．  
この形のまま5文型を考えても全くの無駄であり，まず元の形に還元しないと   
いけない。   
25．a）It doesn’t seem that there are many good teachers at her college．   
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b）Itis certain that Mary willwin the race．  
c）Itis easy to be misled by such an argument．  
これはさらにそれぞれ   
26．a）〔Thatthere are manygood teachers ather co11ege〕does not   
Seem．  
b）〔That Marywi11win the race〕is certain．  





なる。   
その事情を無視して次のような分析をする参考書を見かけることがある。  
27．a）⊥竺旦些  him to attend the meeting．  
S V O  C  
b）」＿Ordered 塾竺  to sweep the room．  
S V  O  C  
これは全くの誤りであり，目的語と不定詞の間には補語の関係（＝be動詞で  
結ばれる関係）などなく，むしろ不定詞には文構造が含まれているのである。   
28．a）Iwant 〔for him to attend the meeting〕  
b）Iordered her〔she sweep the room〕  
詳細は省くが（28）の形が（27）の基本形であることには文法的・意味的根拠  
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いるということである。次例を参照されたい。   
29．a）Iwant that part．  
b）Iwant to be an actress．  
c）●Iwant being an actress．   
30．a）Ienjoy my part．  
b）■Ienjoy to be an actress．  
c）Ienjoy being an actress．  
4．6 5文型の概念は素朴だが，有用性には高いものがある。ただし，役立た  
せるためには文型の基本概念を理解した上で個々の動詞の意味用法も把握する  
必要がある（このためにはLDCEとCOBUILDが特に有益である。なお，5  
文型にSVA とSVOAを追加しなければならない点についてはクワーク＆グ  





5．児童英語教育の諸問題   







ては，中学の授業でそれまでの学習を活かして延ばしてくれるかという不安と   
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学んだこ とによりどんな人間になってどんな生き方をしているかであって，少  
しばかりの優位をハナにかける人間は国際理解に最も縁のない人間である。学  
校の授業では自分がそれまでに学んできたことの理論的な整理と復習をすれば   







のようなことが考えられる。   
まず，学校の試験は大体が筆記試験であり，文法・和訳・英訳が中心で，  
1isteningやdictationはそれほど難しくない問題が部分的に組み込まれている  
にすぎない。より積極的に英語を聴き話す 一 つまり英語でコミュニケー  
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くつかの欠点があるが 一 不自然な文脈，日常英語としては少し不自然な表  
















語の基礎はひとまず内蔵したと言えるのである一。教科書だけでは生きた英語を   
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とから始めて，やさしい副読本に進めば良いと思う。   
自分の思うことを話したり書いたりするという段階になるとコトはそう簡単  
には行かなくなる。自分が知っている英語で日常的なことを話す練習から始め   
て段々と自分に必要なより高度の英語を身につける努力をするしかない。それ  
に，日本語で自己表現する練習をしかナれば外国語でも内容のあることは伝え  
られないという平凡な真理も忘れるべきではない。この点は一生の問題でもあ   
るが。  








も確かにあるが，少なくともここ当分は楽観視できないように思われる。   
現在考えられる策としては，学校英語と児童英語教育の利点をできるだけ補  
いあって利用するということがある云 まず，学校英語の最大欠陥の一つが文  
脈・場面を軽視して場面と関係のない独立した文を機械的にいじくる傾向があ  
ることだから，中学に入るまでは徹底的に身の周りにそくした英語を具体的な  
場面の中でインプットすることである。発音とリズムの習得が若い時ほど有利   
なことは繰り返すまでもないだろう。  
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5．1．3 本来は中学から大学まで一貫した理念と方法に基づいて全ての教育が  
行われれば理想的だが，現状ではそれも殆んど望めそうにない。そのような条  
件に恵まれた生徒は別として，我々自身がどのような方針で英語を一貫して学  
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もできるだけ広い視野に立って考えるクセをつけることで大分救われるのでは   
ないかと思われる。  
221   
文化論集第5号  222   
5．2 家庭と社会   
児童英語教育も家庭環境と社会状況に左右されるのは言うまでもない。児童  
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